
 

地
方
議
会
の
未
来
に
は
、
「
議
会
不
信
」
と
「
な
り
手
不
足
」

の
暗
雲
が
あ
る
。
議
会
は
遠
い
存
在
で
あ
り
、
政
策
決
定
に
住
民

の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
が
見
え

な
い
と
い
う
声
が
多
い
。
議
会
が
信
頼
を
回
復
す
る
道
は
、
①
多

様
な
住
民
の
声
を
代
表
す
る
、
②
住
民
の
意
見
を
反
映
す
る
、
③

住
民
と
情
報
を
共
有
す
る
の
３
点
で
あ
り
、
信
頼
の
回
復
は
な
り

手
不
足
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
。 

 

選
挙
で
の
投
票
率
低
下
は
深
刻
で
あ
り
、
統
一
地
方
選
の
市
議

選
投
票
率
は
、
１
９
６
３
年
の
82
％
か
ら
２
０
１
９
年
の
46
％
へ

低
下
し
て
い
る
。 

  

２
０
１
８
年
５
月
に
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
推
進
法
が
成

立
し
、[

政
党
の
努
力
義
務]

と
し
て
「
女
性
の
候
補
者
数
に
つ
い
て
目
標

を
定
め
る
な
ど
、
自
主
的
な
取
り
組
み
」
を
求
て
い
る
。 

国
会
（
下
院
）
の
女
性
議
員
比
率
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
47
％
、
フ
ラ

ン
ス
40
％
、
ア
メ
リ
カ
27
％
、
韓
国
19
％
、
日
本
10
％
で
あ
る
。
男
女

格
差
を
測
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は
、
２
０
２
２
年
に
日
本
は
１

４
６
カ
国
中
１
１
６
位
で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
政
治
分
野
に
お
け

る
女
性
進
出
の
遅
れ
に
あ
り
、
政
治
分
野
の
順
位
は
１
３
９
位
で
あ
る
。 

  

信
頼
さ
れ
る
議
会
に
は
議
員
の
多
様
性
が
不
可
欠
で
あ
る
。
今
、
国
会

や
地
方
議
会
に
対
す
る
信
頼
感
が
低
下
し
て
い
る
大
き
な
原
因
の
一
つ

は
、
国
民
・
住
民
か
ら
見
て
議
員
が
自
分
た
ち
の
代
表
と
は
思
え
な
い
こ

と
で
は
な
い
か
。
議
会
を
既
得
権
益
代
表
機
関
で
は
な
く
、
多
様
な
住
民
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議
員
研
修
会
で
学
ぶ 

市
議
会
議
員 

上
田
由
美
子 

 

富
山
県
市
議
会
議
員
研
修
会
で
「
議
会
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画 

地

方
議
会
を
中
心
に
考
え
る
」
と
題
し
て
、
駒
澤
大
学
法
学
部
教
授
大
山
礼

子
氏
の
リ
モ
ー
ト
研
修
会
が
あ
り
、
市
民
に
身
近
な
市
議
会
に
す
る
た
め

に
、
生
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

 

日
本
共
産
党
小
矢
部
市
委
員
会
は
５

月
８
日
、
桜
井
市
長
に
①
給
食
費
の
値

上
げ
分
を
公
費
で
負
担
す
る
こ
と
、
②

農
業
の
肥
料
や
燃
料
高
騰
対
策
と
し
て

補
助
す
る
こ
と
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

桜
井
市
長
は
「
各
課
に
要
望
を
出
さ
せ

て
い
る
」
「
こ
の
二
つ
に
つ
い
て
は
前

向
き
に
検
討
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
は

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

掲
げ
、
国
会
・地
方

議
会
で
の
女
性
の

立
候
補
者
や
議
員

は
、
他
の
政
党
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
今

年
の
統
一
地
方
選

挙
で
共
産
党
の
女

性
の
当
選
者
は
道

府
県
議
で
は

57

・

33

％
、
政
令
市
議
で
は
50
・

53
％
、
後
半
戦
の
区
市
町

村
議
で
は
44
・
７
％
で
し

た
。
下
図
は
総
務
省
の
昨

年

12

月

31

日
現
在
の

デ
ー
タ
を
基
に
『
週
刊
明

る
い
小
矢
部
』
編
集
部
で

作
成
し
ま
し
た
。 

議
会
で
住
民
の
多
様
な

意
見
を
反
映
し
、
身
近
な

要
望
を
実
現
す
る
取
組
み

が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

桜井市長に申し入れる共産党の面々 ＝５月８日 

を
代
表
す
る
機
関
に
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
女
性
の
政
治
参

加
拡
大
は
多
様
性
確
保
の
た
め
の
一
丁
目
一
番
地
で
あ
る
。 

ま
た
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
作
り
と
し
て
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
の
た
め
、
第
３
者
機
関
に
よ
る
相
談
窓
口
の
設
置

な
ど
の
対
策
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。 

 

訂
正 

 

『
週
刊
明
る
い
小
矢
部
』
４
月
23
日
号
の
施

設
利
用
料
値
上
げ
の
記
事
で
、
値
上
げ
の
時
期
を
「
４

月
か
ら
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
「
10
月
か
ら
」
で
す
の

で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。 

 

物
価
高
子
ど
も
な
ん
て
生
め
ま
す
か 

三
代
目
歌
舞
伎
じ
ゃ
な
く
て
議
員
さ
ん 

温
暖
化
救
う
議
論
を
す
べ
き
時 

 
 
 
 

戦
争
な
ん
か
し
て
る
場
合
か 

な
に
し
て
る
無
難
な
国
で
金
ま
か
ず 

 
 
 
 

正
恩
プ
ー
チ
ン
近
平
に
会
え 

外
国
で
ば
ら
ま
く
た
め
の
税
金
を 

 
 

孫
（
ソ
ン
）
は
収
め
ず
庶
民
損
す
る 

 政界川柳・狂歌 

荒川翔平 

 


